
2022年度第1回関東学連臨時総会議事録

日時：2021年7月17日
場所：Zoom
文責：加賀萌起(一橋)
出席：茨城, 相模女子, 実践女子, 十文字,東大, 電通, 千葉, 筑波, 津田塾, 日本女子,一橋, 法
政, 横市, 早稲田,お茶の水
委任状：慶應　理科大　

欠席：東工　明治　横国　関東学院　群馬　中央　マイナー

議長：市川竣介(幹事長)
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1 ロングセレ推薦第一段階投票
市川： 各選手の提出したロングセレ推薦立候補用紙について、その「未出走及び

不通過の理由」がロングセレ推薦規約の基準を満たしているかを、投票に

よって決定する。

男子
入江選手

・質疑応答

特になし

・投票

承認10 否認0 棄権0
よって承認とする

根本選手

・質疑応答

川崎(茨城)： 19番コントロールが動作不良と言っているが同じように動作不良により不通過と
なった選手はいるか。

市川： ラップセンターの記録からは19番のみ不通過となっている選手はいない。
・投票

承認4 否認5 棄権1
よって否認とする

女子
猪股選手

・質疑応答



小島(一橋)： TOEICは月一回開催されているが何故セレの日のTOEICを受験しなければなら
なかったのか

八房(千葉)： 詳しいことは分からない。ただ、大学院入試のためにはTOEICを受ける必要が
あった。

・投票

承認5 否認10 棄権1
よって否認とする

2 日学枠に関する意見募集
市川： 日本学連臨時幹事会にて、コロナの影響により大幅に枠数を減らした北東

学連の東北大学より意見書が提出された。地区学連の救済案として提案さ

れた日学枠について採用するかどうか投票を行う。

川崎(茨城)： 日学枠が採用された場合、既存の枠に足されるという認識で大丈夫か

市川： 大丈夫です

投票

承認7 否認9 棄権1
よって否認とする

市川： 関学としては否認だが賛成意見もかなりあったことを日学に伝える

市川： 各校に日学枠についてどのような意見が挙がったか聞く

筑波： 承認。承認だったがなぜ救済することが前提になっているのかについて疑問が

あった

早稲田： 承認。救済のために日学枠を設けるのは良いのではないか

津田塾： 否認。日学枠の条件はかなり厳しいので、セレに落ちた人を救済することは出来

ないのではないか。根本的な解決にはなっていないのではないか。

十文字： 否認。十文字と大体同じ。賛成意見もあったが日学枠では救済できないのではな

いか。

茨城： 承認。2020年度の日学枠とはまた違ったものになると思うので、全体で納得でき
るように具体的な話を進めてほしい。

相模女子： 承認。救済機会が増えるのならそれ良い。

一橋： 否認。承認を含めて三つ案が上がった。(1)ICM2021の結果を用いて枠数を決
め、日学枠を採用する。(2)北東学連枠に対してだけ過去の大会の結果を用い
る。(3)全ての学連に対してICL2022の結果を用いる。北東学連以外にもコロナに
より参加できなかった大学があるのでそういったことも含めて不平等が是正され

る案が良い。

千葉： 否認。ICL2022で枠を決定するのがいいのではないか
千葉、一橋： 最新の実力が反映されるのがICL2022なのでそれを用いるのが良い
東大： 枠の免除に関してはICM2021の結果を用いてほしいという強い意見があった。



3 その他
八房(千葉)： 新人戦はどうなっているか

市川： 現在運責、競責を募集中。三年を想定していたが二年でも可。

三井(東大)： 選考について意見表明の場などは設けられるか

市川： 第一段階については推薦の基準を満たすかについてなので投票だけだったが第

二段階については比較選考となるので意見表明の場を設ける

三井(東大)： 日程を早めに出してほしい

次回総会について

市川： 7/27を予定していたが参加できる大学が少なそうなので再検討する


